
 

 

 

 

 

項   目 内      容 

計画の目的 
公園等の新規整備、改修、公園管理運営等について具体的に示し、効率的に事業を

進め、生活に潤いを感じ、快適な生活を実現するため 

各 種 計 画 

・墨田区基本計画（平成 18 年度策定） 

※現行計画は平成 28 年度に策定、令和 4 年度に改定（計画期間：令和 4～7 年度（後期）） 

・墨田区都市計画マスタープラン（平成 19 年度改定） 

※現行計画は平成 30 年度に改定（計画期間：平成 31～令和 22 年） 

・墨田区緑の基本計画（平成 7 年度策定） 

※現行計画は令和 3 年度に第二次墨田区緑の基本計画として策定（計画期間：令和 4～22 年度）  

計 画 期 間 平成 7 年～平成 37 年（令和 7 年）（30 年計画） 

計 画 人 口 平成 37 年（令和 7 年）時点で 25 万人 

基 本 理 念 すみだの表情をつくる ～人々のあたたかみと水と緑を感じる公園～ 

基 本 方 針 ①積極的に面積を拡大する、②質を向上する、③区民とともに育てる 

項   目 概要・目標 現    状 

①積極的に面積

を拡大する 

・全ての区民が公園にアクセスしやす

いよう公園面積の拡充を進める。 

・中間改定以降の新規整備面積は

42.8ha 

・アクセス不便地域内の土地を買収し、広場を新

設した。 

（いちご広場、令和 2 年 4 月 1 日開園） 

・中間改定以降の新規整備面積は 7.8ha 

（区域変更等により 0.2ha の面積減があるた

め、中間改定以降の公園面積は 7.6ha の増） 

②質を向上する 

・公園の質を向上し、機能を発揮さ

せ、区民が快適に利用できるよう、

改修を進める。 

・様々な区民活動が行いやすくするた

めに、ニーズに応じた施設の追加や

改修を積極的に進める。 

・歴史文化公園（両国公園、露伴児童遊園及び梅

若公園）、シンボル公園（隅田公園、錦糸公

園、旧中川水辺公園等）の整備等により、質の

向上を図った。 

③区民とともに

育てる 

・公園愛護協定等による区民参加の公

園づくりの充実を図る。 

・公園の規模等や利用内容に応じた柔

軟な運営ができるよう、公園ごとの

管理運営方針を作り、きめ細かな運

営を図る。 

・平成 22 年中間改定以降、公園愛護団体は 5

団体増加し、計 67 団体となったが、高齢化に

より活動が困難な団体がある。 

・住民参加型のワークショップ等を実施の上、公

園再整備等を行った。 

・都市公園法第 5 条に基づく自動販売機、リバ

ーサイドカフェ、刀剣博物館等、民間活力を導

入した実績はあるが、管理運営方針は作成して

いない。 

現行公園マスタープランの検証について 
１ 現行公園マスタープランの概要 

公園の在り方調査・災害対策特別委員会  
令 和 ５ 年 ７ 月 ２ １ 日 

２ 現行公園マスタープランの検証 
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日 時 令和 5 年 1 月 27 日（金）午前 10 時 00 分から午前 11 時 40 分まで 

主
な
意
見
等 

・墨田区は河川に囲まれた立地条件のため、公園の概念に水面を含めるのも一案である。 

・公園新設が困難なため、明確に面積拡大を基本目標として掲げることはできないが、拡

大できるところは拡大し、公園を新設できるところは新設する方が良い。 

・公園の数は増やせないが、公園的な場所をつくることが大事であり、それがバランスよ

く配置されていると良い。 

・公園単体で考えるのでなく、公園からまちを良くしていく視点が大事である。 

・重点的なプランがあった方が良い。 

・緑の基本計画でも生物多様性を強く打ち出しているので、今回の改定でも生物多様性を

打ち出してほしい。 

・時代の流れとして、官民連携は必要不可欠である。 

・合理化やコスト削減を実現するのが DX であり、これを打ち出してはどうか。 

・骨子たたき台資料は、論理的な構成となるように修正した方が良い。 

 1 回目調査 2 回目調査 

調査目的 

「公園に係る整備・管理運営の施策」を検

討するに当たり、利用者ニーズを把握する

ため 

「機能・役割による公園等のグループ化」

を検討するに当たり、利用者ニーズを把握

するため 

調査期間 令和 5 年 3 月 13 日～令和 5 年 3 月 22 日 令和 5 年 5 月 26 日～令和 5 年 6 月 26 日 

回 答 数 124 人 961 人 

１ 進捗状況 

（３）WEB アンケート調査 

２ 主な課題 

改定作業の進捗状況と課題について 

・本区の地勢的な特性や人口動態、多様化・複雑化するニーズ等を踏まえた公園機能の在り方を検討す

る必要がある。 

・国土交通省の提言を踏まえ、区民福祉の増進に資する魅力ある公園づくりを推進する必要がある。 

・こどもの意見やパブリック・コメントでの意見を集約し、反映させていく必要がある。      

（１）スケジュール 

（２）第１回改定検討委員会（配付資料：別添のとおり） 

現在 

公園の在り方調査・災害対策特別委員会  
令 和 ５ 年 ７ 月 ２ １ 日 

★ 

改定案説明 

★ 改定の方向性の報告 
（地域産業都市委員会） 

● 

  
WEB アンケート調査 

（第１回） 

 
パブリック・コメント 

 

区長報告（改定版の完成） 

 

改定作業期間 

 

第５回 

（庁内検討部会） 

第 4 回 

（検討委員会） 

第４回 

（庁内検討部会） 

第 3 回 

（検討委員会） 

第 2 回 

（検討委員会） 

第３回 

（庁内検討部会） 

第１回 

（庁内検討部会） 

第１回 

（検討委員会） 

★ ★ 
素案説明 

行政調査・討議・質疑等 

運営方針 

★ 
意見聴取 

WEB アンケート調査 
（第２回） 

 

 

 

  

 

  

 

活動報告 

★ 

 

子育て・高齢者等の関係団体
へのヒアリング 

第２回 

（庁内検討部会） 

 

進捗説明 
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